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町議会定例会

５月会議５月会議

配
布
さ
れ
た
地
域
商
品
券

●�　

議
会
運
営
費

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
期
末

手
当
の
減
額

�

63
万
８
千
円
減

●�　

町
有
財
産
管
理
費

　

旧
千
軒
小
学
校
体
育
館
倒
壊

に
よ
る
除
却
工
事
費

�
１
千
477
万
３
千
円
追
加

●�　

参
議
院
議
員
選
挙
費

　

掲
示
区
画
増
に
伴
う
掲
示
板

購
入
費
ほ
か

�

19
万
４
千
円
追
加

●�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
体
制
確
保
事
業
費

　

４
回
目
接
種
に
係
る
集
団
接

種
会
場
運
営
費
ほ
か

�

525
万
８
千
円
追
加

●�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
費

　

４
回
目
接
種
に
係
る
接
種
費

用
ほ
か

�

766
万
２
千
円
追
加

●�　

熊
等
に
よ
る
被
害
対
策
費

　

白
符
、
宮
歌
、
吉
野
各
地
区

へ
の
電
気
牧
柵
購
入
費

�

73
万
９
千
円
追
加

●�　

職
員
給
与
費

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
期
末

手
当
の
減
額

�

751
万
８
千
円
減

●　

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
費

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
期
末

手
当
の
減
額

�

91
万
９
千
円
減

●　

商
工
振
興
費

　

感
染
症
の
影
響
に
よ
る「
商
工

会
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」の
プ

レ
ミ
ア
ム
率
変
更
に
伴
う
増
額

�

600
万
円
追
加

●　

地
域
経
済
緊
急
支
援
事
業
費

　

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
地
域

商
品
券
配
布
費

�

３
千
831
万
４
千
円
追
加

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員

期
末
手
当
等
の
減
額

●�　

介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業
費

�

２
万
９
千
円
減

●　

一
般
介
護
予
防
事
業
費

�

２
万
９
千
円
減

●　

包
括
的
支
援
事
業
費

�

28
万
３
千
円
減

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期

末
手
当
の
支
給
月
数
を
２
．225
月

か
ら
２
．150
月
に
改
正
。

●　

水
道
事
業
費
用

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員

期
末
手
当
等
の
減
額

�

24
万
５
千
円
減

令
和
４
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

新型コロナウイルス４回目ワクチン接種経費、
第４弾地域商品券配布事業費を追加！

　定例会５月会議は、５月27日（金）に開会、議案11件を審議し、いず
れも原案のとおり可決し休会しました。
　参画者は１名でした。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

令
和
４
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期

末
手
当
の
支
給
月
数
を
２
．225
月

か
ら
２
．150
月
に
改
正
。

●　

職
員
給
与
費

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員

期
末
手
当
等
の
減
額

�

40
万
６
千
円
減

条
例
の
改
正

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

単位：千円

会　　計　　名 補正額 補正後の
予算総額

一般会計（第３号） 60,409 4,346,219
介護保険特別会計（第１号） △　341 547,364
国民健康保険診療所特別会計（第１号） △　406 109,831
水道事業会計（第１号） △　245 248,770
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●�　

契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札　

令
和
４
年

５
月
25
日

●　

契
約
金
額
（
入
札
率
）

　

６
千
429
万
５
千
円
（
99
．44
％
）

●　

契
約
の
相
手
方

　

松
前
郡
福
島
町
字
白
符
561
番
地

　

北
村
・
古
谷
経
常
建
設
共
同

企
業
体

　

代
表
者

　

有
限
会
社　

北
村
建
設

　

代
表
取
締
役　

北
村　

陽
一

定
住
向
け
町
有
住
宅
（
１
号
棟
）
建
築

主
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
期

末
手
当
の
支
給
月
数
を
２
．225
月

か
ら
２
．150
月
に
改
正
。

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

（
令
和
４
年
５
月
18
日
）

①
建
築
主
体
工
事
請
負
契
約

●　

契
約
金
額
（
入
札
率
）

　

２
億
１
千
10
万
円
（
98
．89
％
）

●　

契
約
の
相
手
方

　

松
前
郡
福
島
町
字
三
岳
154
番
地
21

　

金
澤
・
イ
ン
テ
リ
ア
小
笠
原

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者

　

株
式
会
社　

金
澤
建
設

　

代
表
取
締
役　

金
澤　

淳
悦

②
機
械
設
備
工
事
請
負
契
約

●　

契
約
金
額
（
入
札
率
）

　

８
千
382
万
円
（
98
．69
％
）

●　

契
約
の
相
手
方

　

松
前
郡
福
島
町
字
三
岳
154
番
地
21

　

株
式
会
社　

金
澤
建
設

　

代
表
取
締
役　

金
澤　

淳
悦

③
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

●　

契
約
金
額
（
入
札
率
）

　

５
千
104
万
円
（
97
．81
％
）

●　

契
約
の
相
手
方

　

函
館
市
港
町
１
丁
目
32
番
37
号

　

樺
電
・
花
田
・
福
島
電
工
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　

樺
電
工
業
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長�

平
沼　

冠
三

議
会
提
出
議
案

契
約
締
結

議
会
議
員
歳
費
・
費
用
弁
償

等
条
例
の
一
部
改
正

青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

青
少
年
交
流
セ
ン
タ
ー
（
完
成
イ
メ
ー
ジ
）

ぎかいのコトバ
　人事院が国会や内閣に対して行う「国家公務
員の給与に対する勧告」であり、国家公務員と
民間企業の給与や特別給の支給実績を調査・比
較し、得られた較差を埋めるために「給与の引
上げ（引下げ）勧告」が行われます。これを基
に、内閣は国会へ改正法案を提出し、国家公務
員の給与が改定されます。
　一方、地方公務員は、地方公務員法により、
給与や勤務時間等の勤務条件が社会一般の情勢
に適応するよう適当な措置を講じる義務がある
と定められています。
　このことから、地方公務員の給与や特別給に
ついては、人事院勧告（事務次官通知）を受け
て各自治体が給与改定方針を決定のうえ、議会
へ給与条例改正案を提出し、議会の議決を経て
給与条例を改正することとなります。

教えて！

人事院勧告とは？人事院勧告とは？人事院勧告とは？

国家公務員

人事院による
国家公務員と民間月例給の比較
（ラスパイレス方式）

人事院勧告
（給与の引上げ（引下げ）勧告）

内閣が人事院勧告の
取扱いを閣議決定

町が給与改定方針を決定

内閣が国会へ
給与法改正法案を提出

町が議会へ
給与条例改正案を提出

改正案の公布施行（給与の改正）

福島町（地方公務員）
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町議会定例会

６月会議６月会議

●�　

一
般
管
理
費

　

印
刷
機
更
新
費
用
の
増
額

�

55
万
円
追
加

●　

企
画
費

　

本
町
町
内
会
泰
平
山
改
修
補
助
金

�

250
万
円
追
加

●　

交
通
事
業
者
支
援
事
業
費

　

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
交

通
事
業
者
へ
の
支
援
金

�
20
万
円
追
加

●　

監
査
委
員
費

　

議
選
監
査
委
員
廃
止
に
伴
い

識
見
監
査
委
員
が
２
名
と
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
増
額

�

26
万
４
千
円
追
加

●　

高
齢
者
等
生
活
支
援
事
業
費

　

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
高

齢
者
世
帯
等
へ
の
生
活
支
援
助

成
金

�

１
千
161
万
９
千
円
追
加

●　

老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
陽
光

園
施
設
整
備
事
業
補
助
金

�

583
万
１
千
円
追
加

●�　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金
事
業
費

　

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
非
課

税
世
帯
等
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金

�

719
万
４
千
円
追
加

●�　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
給
付
事
業
費

　

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
子

育
て
世
帯
へ
の
特
別
給
付
金

�

191
万
６
千
円
追
加

●�　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
原

油
等
高
騰
対
策
支
援
事
業
費

　

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
介

護
事
業
者
へ
の
支
援
金

�

310
万
円
追
加

●�　

農
水
産
業
原
油
等
高
騰
対

策
支
援
事
業
費

　

農
業
協
同
組
合
員
へ
の
支
援
金

�

125
万
円
追
加

●　
千
軒
そ
ば
生
産
体
制
支
援
事
業
費

　

旧
千
軒
小
学
校
体
育
館
の
倒

壊
に
伴
う
そ
ば
生
産
拠
点
の
整

備
支
援

�

３
千
200
万
円
追
加

●�　

水
産
加
工
業
支
援
事
業
費

　

感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
水

産
加
工
業
者
へ
の
支
援
金

�

１
千
200
万
円
追
加

●�　

農
水
産
業
原
油
等
高
騰
対

策
支
援
事
業
費

　

漁
業
協
同
組
合
員
へ
の
支
援
金

�

752
万
５
千
円
追
加

●�　

商
工
振
興
費

　

地
域
経
済
の
回
復
に
向
け
、

商
工
会
が
主
催
す
る
商
店
街
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金

�

130
万
円
追
加

●�　

福
島
町
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
費

　

陸
上
養
殖
あ
わ
び
を
主
と
し

た
食
の
イ
ベ
ン
ト
「
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｂ

Ｉ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
（
仮
称
）」

実
施
と
花
火
大
会
開
催
補
助
金

�

700
万
円
追
加

●�　

防
災
備
蓄
品
整
備
事
業
費

　

緊
急
時
の
避
難
所
に
お
け
る

感
染
症
拡
大
防
止
、
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
購
入
費
ほ
か

�

95
万
円
追
加

●�　

Ａ
Ｌ
Ｔ
招
致
費

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
帰
国
旅
費
・
新
任

Ａ
Ｌ
Ｔ
招
致
負
担
金
ほ
か

�

86
万
２
千
円
追
加

●�　

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
感
染

予
防
対
策
事
業
費

　
「
南
北
海
道
駅
伝
競
走
大

会
」・「
全
国
中
学
校
相
撲
選
手

権
大
会
」
開
催
に
係
る
抗
原
検

査
キ
ッ
ト
等
感
染
予
防
用
品
購

入
費
ほ
か

�

１
千
30
万
円
追
加

感染症の影響を受けた世帯・事業者を支援！
　定例会６月会議は、６月20日（月）に開会、議案10件、発委５件を審議し、
いずれも原案のとおり可決、２件の報告を受け休会しました。
　参画者は１名でした。

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）

●　

診
療
費

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
購
入
費
と
し
て

�

39
万
６
千
円
追
加

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計（
第
２
号
）

●　

傷
病
手
当
金

　

傷
病
手
当
金
と
し
て

�

46
万
７
千
円
追
加

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
（
第
１
号
）

倒
壊
し
た
旧
千
軒
小
学
校
体
育
館

単位：千円

会　　計　　名 補正額 補正後の
予算総額

一般会計（第４号） 124,112 4,470,331

国民健康保険特別会計（第１号） 467 761,006

国民健康保険診療所特別会計（第２号） 470 110,301
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同
組
合
の
構
成
団
体
に
新
た

に
上
川
中
部
福
祉
事
務
組
合
が

加
入
す
る
こ
と
か
ら
、
規
約
を

一
部
変
更
。

　

同
組
合
の
構
成
団
体
に
新
た

に
上
川
中
部
福
祉
事
務
組
合
が

加
入
す
る
こ
と
か
ら
、
規
約
を

一
部
変
更
。

　

令
和
４
年
度
施
工
の
定
住
促

進
住
宅
造
成
工
事
に
伴
い
、
次

の
路
線
を
認
定
。

●　

三
岳
14
号
線

［
起　

点
］
字
三
岳
92
番
地
２

［
終　

点
］
字
三
岳
90
番
地
33

［
総
延
長
］
84
．80
ｍ

［
幅　

員
］
９
．50
ｍ

●　

三
岳
15
号
線

［
起　

点
］
字
三
岳
94
番
地
２
地
先

［
終　

点
］
字
三
岳
90
番
地
29

［
総
延
長
］
163
．20
ｍ

［
幅　

員
］
11
．00
ｍ

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
へ
の
取
組
み

現
状
の
報
告
。

　

国
の
令
和
５
年
度
予
算
に
向

け
た
地
方
財
政
へ
の
更
な
る
充

実
を
求
め
る
意
見
書
。

　

令
和
３
年
度
へ
繰
越
し
た
９

事
業
の
報
告
。

　

水
田
活
用
直
接
支
払
い
交
付
金

の
見
直
し
を
中
止
し
、
食
料
自
給
率

を
引
上
げ
す
る
価
格
保
証
や
所
得

補
償
等
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書
。

　
「
所
得
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」「
租
税
特
別
措
置
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
」
の
公
布
に
伴
い
、
引
用
さ

れ
て
い
る
規
定
に
項
ず
れ
が
生

じ
た
た
め
、
条
例
を
一
部
改
正
。

町
道
路
線
の
認
定

報
告

議
会
か
ら
の
提
出
議
案

条
例
等
の
改
正
・
変
更

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
変
更

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

一
般
質
問
等
答
弁
事
項
進
捗

状
況
調
査
の
報
告

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出

令
和
３
年
度
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
の
報
告

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し

中
止
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
規
範
力

を
強
化
し
、
核
兵
器
の
使
用
を

防
ぐ
た
め
、
条
約
へ
の
参
加
、

調
印
・
批
准
を
求
め
る
意
見
書
。

　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ

る
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
実
現
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
。

日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
へ
の
参
加
、
調
印
・ 

批
准
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に

よ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
に
向
け

た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出

補
聴
器
購
入
補
助
等
の
改
善

を
は
じ
め
、
難
聴（
児
）者
へ

の
支
援
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援

に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
適
用
に

伴
う
固
定
資
産
税
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

同
組
合
の
構
成
団
体
に
新
た

に
上
川
中
部
福
祉
事
務
組
合
が

加
入
す
る
こ
と
か
ら
、
規
約
を

一
部
変
更
。

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組

合
規
約
の
変
更

　

感
染
症
の
影
響
に
よ
る
介
護

保
険
料
の
減
免
措
置
に
つ
い
て
、

令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
国
費

に
よ
る
財
政
支
援
が
継
続
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
条
例
を
一
部
改
正
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

感
染
症
対
応
等
に
よ
り
令
和

４
年
度
の
事
業
内
容
に
変
更
が

あ
っ
た
た
め
、
後
期
実
施
計
画

を
一
部
変
更
。

　

変
更
後
の
総
事
業
費
は
65
億

３
千
610
万
円
。

計
画
の
変
更

第
５
次
総
合
計
画
の
変
更
等

町
道
路
線
の
認
定

　

軽
度
・
中
等
度
難
聴
（
児
）

者
に
対
し
、
補
聴
器
の
購
入

費
・
修
理
・
維
持
費
に
対
す
る

補
助
等
、
国
の
財
政
的
支
援
を

求
め
る
意
見
書
。

町道三岳14号線 町道三岳15号線
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問
答

タブレットの最大限の活用法、登校拒否の現状は。

学習配信をはじめとした家庭学習に活用。
登校拒否の児童生徒はいるが、大きな事案には至っていない。

藤山　　大 議員

　インターネット社会となっている今、学校での
タブレット導入、家庭のWi-Fi整備が進み、インター
ネット活用が急激に増大している。
　多くの投稿に「イイネ」する過剰な意思表示や、
誹謗中傷の投稿が絶えないなど多くの問題が発生
している中、児童生徒と家庭、教師間で互いに意
見や感情を伝達し合うコミュニケーションが取れ
ているのか、心のケアが必要な状況がないのか心
配である。
　コロナ禍や災害時、登校拒否の生徒への対応と
して、インターネットを活用した家庭授業へ、タ
ブレットを最大限活用していただきたい。
　子どもたちの未来を見据え、タブレットを活用
した学校教育の考え方、登校拒否の現状と対応に
ついて教育長に伺う。

　福島町では、平成30年度に１人１台タブレッ
ト端末を配布し、令和２年度より、学習アプリを
活用した家庭学習や学習配信等の取り組みを進め
てきた。
　使用しているタブレットにはＳＮＳをインストー
ルしておらず、強力なセキュリティにより新規の
アプリ取得も難しくなっているほか、ＩＣＴ支援
員と教員が児童生徒に対し定期的にモラル教育を
行っている。
　不登校の児童生徒は数名いるが、大きな事案に
は至っていない。
　ＩＣＴ教育は、これからの時代を生きる為に必
要な知識・技術となっていくことが明らかである。
今後も小中学校、高校教育へ続く福島町としての
考え方をしっかり持ち、デジタル社会に対応でき
る人材の育成に努める。

藤山議員

　３名の議員から３問の一般質問があり、町の
対応や考え方をただしました。

　�　一般質問とは、議員が町長（執行機関）に対して、
事務の執行状況や方針について質問したり、報告、
説明を求めることを言います。

！
定例会６月会議
� 一般質問

ぎかいのコトバ

　ＩＣＴとは「Information and Communication
Technology」の頭文字をとった言葉で、情報
通信技術を意味します。
　ＩＣＴ教育とは「教育現場において情報通信
技術を活用した取り組み」、つまり、パソコン
やタブレット端末、インターネットなどの情報
通信技術を活用した教育手法を指します。
　現在文部科学省では、学習の基盤となる能力
として「情報活用能力」を育成するため、ＩＣＴ
を用いた教育環境の配備に力を注いでおり、プ
ログラミング教育や遠隔授業の環境整備、校務

の情報化、情報モラル教育等などが進められて
います。

　福島町では、小中学生～高校生までタブレッ
ト端末等を配布し、ＩＣＴ教育の一環として、
次の事業等を実施しています。

●　プログラミング教室
　小学生から高校生までを対象に、プログラミ
ング教室を開催。

●　福島商業高校生へのＩＣＴ教育支援事業
　小中学校で活用しているＧＩＧＡスクール支
援員を高校にも派遣し、一貫したＩＣＴ教育を
実施。プログラミング教育のほか、ドローン操
作、ホームページ制作、映像制作などを学習。

教えて！

ＩＣＴ教育とは？ＩＣＴ教育とは？ＩＣＴ教育とは？

小野寺教育長
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問
答

中学校部活動合同練習の送迎実態は。

町内外問わず、原則保護者の引率をお願いしている。
国や道の動向を注視し、近隣町と連携し対応。

小鹿　昭義 議員

　中学校生徒の部活動では、少子化により他町と
合同練習しており、保護者の送迎により生徒が参
加していると聞く。
　生徒に対して好きな部活動をさせてあげたいと
思う気持ちがあっても、忙しい時期は送迎を負担
に思っている親もおり、生徒に部活動の選択を我
慢してもらっている状況もあると聞いている。
　各学校の生徒数減少が進む中、学校単位の団体
活動に対しても能力や技量を出せないことは、教
育の不平等にもつながるのではないかと考える。
　以上のことから、
①�　この現状をどのように捉えているか。保護者
から生徒送迎に対する要望は出されていないのか。
②　生徒送迎に関する他町の現状は。
③�　渡島西部４町で民間クラブを創り、部活動の
クラブ化を調整して行うことも将来的には必要
と考えるがいかがか。

　部活動は、「教育課程外」とされているが、学
年を超えた人間関係の大切さ、組織を機能させる
ことの重要性を学ぶ大切な教育活動となっている。
①�　送迎に対する相談を受けたことはあるが、町
内外問わず、原則保護者の引率をお願いしている。
なお、上位大会のある渡島大会、全道大会、全
国大会の出場に対しては、公用車での送迎や旅
費等の補助を行い、生徒の意欲向上に努めてきた。
②　渡島西部３町も同様の送迎対応である。
③�　スポーツ庁の有識者会議で「休日の部活動運
営主体を学校から地域の団体や企業に移行する」
旨の提言があったが、具体的な内容は現在示さ
れていない。

　�　部活動の在り方と教員の時間外労働はこれまで
も長く議論されてきた問題であり、国や北海道の
動向を注視し、近隣町との連携を深め対応していく。

小鹿議員 小野寺教育長

問
答

水田交付金条件厳格化に、町の対応は。

道の方向性が示された段階で連携を図り、対策を講じる。

平沼　昌平 議員

　水田交付金の条件厳格化により、千軒地区と三
岳地区で各１軒の農業生産者が影響を受けると聞
いた。今後、５年間コメを作らない農地が交付金
の対象外となることを受け、交付金を経営の一助
としている転作農家の方々は戸惑いもあると思う。
町として生産者とどのように協議し、指導してい
くのか伺う。
　今後、農産業を底上げするため、農業組合の方々
と耕作放棄地を含め、その有効利活用や、担い手
確保等に対して町の対応がより一層求められる５
年間になると思うが、過疎地域持続的発展市町村
計画に対する今後の方向性を伺う。

　現在交付金の対象となっている生産者は、千軒地
区２名と三岳地区１名で、全てそばを作付けしている。
　農家の皆様とは、道の「水田活用の直接支払交
付金の見直しに関する関係機関連絡会議」におけ
る方向性が示された段階で連携を図り、対策を講
じる。状況に応じては、営農計画を見直す必要も
あることから、早い段階から農業委員会や地域農
業再生協議会を通じ、情報共有を図っていく。
　耕作放棄地の有効活用や担い手確保等は、第６次
総合計画の策定過程において、引き続き計画に位置
付けて対応し、過疎地域持続的発展市町村計画は、
総合計画と整合性を図り必要に応じて変更していく。

平沼議員 鳴海町長
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町議会定例会

７月会議７月会議

●�　

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
給
付
事
業
費

　

道
が
支
給
す
る
「
北
海
道
子

育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」

事
業
費
の
増
額

�
76
万
７
千
円
追
加

●�　

千
軒
そ
ば
生
産
体
制
支
援

事
業
費

　

Ｐ
Ｈ
型
ハ
ウ
ス
部
材
単
価
等

の
高
騰
に
伴
う
増
額

�

500
万
円
追
加

●　

空
家
等
対
策
支
援
事
業
費

　

除
却
対
象
建
物
増
加
に
よ
る

増
額

　

特
定
空
家
除
却
工
事
費

�

100
万
円
追
加

　

空
家
等
除
却
補
助
金

�

420
万
円
追
加

●　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
費

　

電
磁
ブ
ロ
ワ
ー
モ
ー
タ
ー
、
排

水
処
理
装
置
修
繕
に
よ
る
追
加

�

47
万
３
千
円
追
加

補
正
予
算

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

定住促進住宅造成工事を契約！
　定例会７月会議は、７月５日（火）に開会、議案２件を審議し、いずれ
も原案のとおり可決し休会しました。

契
約
の
方
法　

指
名
競
争
入
札

（
令
和
４
年
６
月
30
日
）

●�　

契
約
金
額
（
入
札
率
）

　

１
億
４
千
300
万
円
（
97
．78
％
）

●�　

契
約
の
相
手
方

　

福
島
町
字
月
崎
318
番
地

　

石
岡
・
安
岡

　

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

代
表
者　
株
式
会
社　

石
岡
組

　

代
表
取
締
役　

石
岡　
　

眞

契
約
の
締
結

定
住
促
進
住
宅
造
成
工
事

単位：千円

会　　計　　名 補正額 補正後の
予算総額

一般会計（第４号） 11,440 4,481,771

会議配信や過去の会議資料をご覧いただけます!

https://www.gikai-fukushima-hokkaido.jp/
✉gikai@town.fukushima.hokkaido.jp　☎0139－47－2215

　町議会ホームページにおいて、
各会議の生配信や、過去の会議資
料・映像をご覧いただけます。
　ぜひご利用ください。

　なお、ご意見やご感想もお待ち
しております。議会事務局議事係
までお気軽にご連絡ください。

議会ホームページに関するお知らせとお詫び
　現在、議会ホームページは、利用サーバーや
編集システムの老朽化等により、アクセスしづ
らい状況となっております。
　アクセスしづらい場合は、お手数ですが時間
をおいて再度お試しいただきますようお願いい
たします。
　ご迷惑をおかけしていることをお詫び申し上げ、
一刻も早く課題を解消し、正常に情報発信でき
るよう努めてまいりますので、ご理解、ご協力
のほどよろしくお願いいたします。

！ �　町ホームページより議会中継をご覧いた
だけるようになりました！

　町ホームページ（トップ画面）右部のボタン
より、議会中継配信ページにアクセスできます。
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年 月 日 会　　　議　　・　　行　　事　　名
佐

藤

平

沼

木

村

川

村

杉

村

藤

山

小

鹿

平

野

溝

部

６月１日 渡島西部広域事務組合　第２回臨時会 ○ ― ― ― ○ ― ― ― ○

　　２日
渡島廃棄物処理広域連合議会　議会運営委員会 ― ― ― ― ― ― ― ○ ―
渡島廃棄物処理広域連合議会　全員協議会 ― ○ ― ― ― ― ― ○ ―
渡島廃棄物処理広域連合議会　第１回臨時会 ― ○ ― ― ― ― ― ○ ―

　　４日 渡島西部四町議会議員協議会　スポーツ大会 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○
　　８日 経済福祉常任委員会（コロナ交付金事業、千軒そば支援） ○ ○ ― ◎ ◎ ○ × ○ ○
　　10日 経済福祉常任委員会意見書手交 ○ ― ― ― ― ○ ― ○ ○

　　13日
一般質問通告 ― ○ ― ― ― ○ ○ ― 職
議会運営委員会（６月会議の運営） × ○ ― ○ ― ― ○ 職 職
広報広聴常任委員会報告書手交（町民懇談会） × ○ ― ○ ― ― ― 職 職

14日～15日 全道議長会定期総会、議長・局長研修会（札幌市） ― ― ― ― ― ― ― ― ○
　　16日 議員勉強会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　20日
定例会６月会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会運営委員会（６月会議の反省事項） ○ ○ ― ○ ― ― ○ 職 職

　　23日 青少年交流センター整備工事安全祈願祭 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
　　25日 認定こども園福島保育所運動会 ― ― ○ ― ― ― ― ― ○
　　29日 第２青函トンネル構想を実現する会総会 ― ○ ○ ○ ― ― ― ○ ○
７月４日 渡島西部広域事務組合議会　第３回臨時会 ○ ― ― ― ○ ― ― ― ○

　　５日
議会運営委員会（７月会議の運営） ○ ○ ― ○ ― ― ○ 職 職
定例会７月会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会運営委員会（７月会議の反省事項） ○ ○ ― ○ ― ― ○ 職 職

６日～７日 北海道町村議会議長会主催議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○
　　13日 戦没者追悼式 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
　　17日 第24回千代の富士杯争奪相撲大会 ○ ― ― ○ ― ― ― ○ ○
　　19日 議会運営委員会（議会だより） ○ ○ ― ○ ― ― ○ 職 職
20日～21日 渡島西部四町議会議員連絡協議会研修視察 ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

　　25日

議会運営委員会（７月第２回会議の運営） ○ ○ ― ○ ― ― ○ 職 職
定例会７月第２回会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議会運営委員会（７月第２回会議の反省事項） ○ ○ ― ○ ― ― ○ 職 職
総務教育常任委員会（学校給食への地元食材活用） ○ ― ― ○ ○ ○ ― ○ ○

会議等出席状況
　会議や議会へ通知があった行事等の６月から７月までの
出席状況をお知らせします。
　「○」は出席、「×」は欠席、「－」は出席不要・任意、「◎」
は委員外議員として出席、「△」は別公務・病欠のため、「職」
は正副議長の職務出席を表しています。



福島町議会だより
－ 第135号　令和４年８月１日発行 －

10

各議案の審議結果各議案の審議結果

・賛成が○、反対は×、病欠は△、欠席は欠と表示しています。
・溝部幸基議長は採決には加わりません。

会議名 議案番号
� 議　員　名

議　　　案

佐
藤
孝
男

平
沼
昌
平

木
村　

隆

川
村
明
雄

杉
村
志
朗

藤
山　

大

小
鹿
昭
義

平
野
隆
雄

審査結果

５月会議
（５月27日）

４ 特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

５ 職員の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

６ 青少年交流センター整備工事：建築主体工事請負契約の締結 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

７ 青少年交流センター整備工事：機械設備工事請負契約の締結 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

８ 青少年交流センター整備工事：電気設備工事請負契約の締結 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

９ 令和４年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

10 令和４年度介護保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

11 令和４年度国保診療所特別会計補正予算（第１号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

12 令和４年度水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

13 定住向け町有住宅（１号棟）建築主体工事請負契約の締結 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

発委１ 議会議員歳費・費用弁償等条例の一部改正 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○

６月会議
（６月20日）

14 過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法の
適用に伴う固定資産税の特例に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

15 介護保険条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 第５次総合計画の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17 北海道市町村総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 北海道市町村職員退職手当組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 町道の路線認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 令和４年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 令和４年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 令和４年度国保診療所特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

定例会６月会議採決の様子定例会６月会議採決の様子
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会議名 議案番号
� 議　員　名

議　　　案

佐
藤
孝
男

平
沼
昌
平

木
村　

隆

川
村
明
雄

杉
村
志
朗

藤
山　

大

小
鹿
昭
義

平
野
隆
雄

審査結果

６月会議
（６月20日）

報告１ 議会一般質問等答弁事項進捗状況調査の報告
採決はありません 報告

済み報告２ 令和３年度一般会計繰越明許費の報告

発委２ 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

原案
可決

発委３ 日本政府に核兵器禁止条約への参加、調印・批准
を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委４ 森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向け
た施策の充実・強化を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委５ 水田活用直接支払交付金の見直し中止を求める意
見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委６ 補聴器購入補助等の改善をはじめ、難聴（児）者
への支援拡充を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月会議
（７月５日）

24 定住促進住宅造成工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決25 令和４年度一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　北海道町村議会議長会より、木

村議員が自治功労者（議員在籍

15年以上）として表彰されたこ

とから、６月20日、定例会６月

会議の開会前に、溝部議長より表

彰状が伝達されました。

北海道町村議長会による議員表彰

　　どんな議員が表彰されるの？

　全国町村議会議長会表彰規定に

基づき、次のいずれかに当てはま

る議員が表彰されます。

　 　議員として15年以上在籍

　 　議員として25年以上在籍

　 　議長として ７ 年以上在籍

？

✓

✓

✓
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新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業①
� ― 令和４年５月17日調査 ―

経済福祉常任委員会レポート経済福祉常任委員会レポート
委 員 長　佐藤　孝男
副委員長　藤山　　大
委　　員　平沼　昌平� 小鹿　昭義
　　　　　平野　隆雄� 溝部　幸基

　　国から示された令和４年度臨時交付金限度額に基づき、町より対象事業が示されたので、内容を調査しました。！

調査事件１

　示された対象事業については一定の理解をし
たが、次の事項について検討願いたい。なお、
これまでの実施事業に係る費用については、一
般会計の持ち出しを含めた財源内訳を提示され
るよう指摘する。

●　地域経済緊急支援事業
　「地域商品券発行事業」と「プレミアム商品
券発行事業」を計画しているが、一部の業種に
利用が集中しないよう、多くの業種に誘引する
創意工夫・自助努力等について、商工会と十分
協議し、町内経済活性化策の成果が、町民へ有
効に還元できるよう検討しなければならないと
思慮する。
　プレミアム商品券の販売等についても、商工
会と販売・利用・回収方法について協議を進め、

町民に誤解を与えないようチェック体制を強化
願いたい。

●　臨時交付金対象事業（５月会議対応分以外）
　国から示された事業内容には「地方自治体が、
コロナ禍において原油価格や電気・ガス料金を
含む物価の高騰の影響を受けた生活者や事業者
の負担軽減を実施できるよう」と明確に示され
ている。今回の対象事業には事業者に対しての
支援がないことから、事業者に向けた支援につ
いても検討願いたい。
　また、資格取得や進学等のため町外へ出てい
る子どもを持つ世帯、特に母子家庭や感染症の
影響で所得が減った世帯への支援について、対
応が可能であれば検討願いたい。

チェック体制の強化と積極的な販路拡大を！

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金対象事業②
� ― 令和４年６月８日調査 ―

調査事件２

　示された対象事業については一定の理解をし
たが、次の事項について検討願いたい。

●　支援金申請時の確認
　同様の支援は今回で２回目となることもあり、
支援を受ける側の意識を醸成するためにも、申
請に当たってはコロナ禍の影響を判断する資料
として決算書を添付する等、事業者の状況を的
確に把握する必要があると思慮するので検討さ
れたい。

●　スポーツイベント感染予防対策事業
　「全国中学校相撲選手権大会」、「南北海道駅
伝競走大会」は町外から多くの方が集まること
から、スタッフ用ジャンバー・Ｔシャツ等の購
入も必要と思慮する。スタッフが統一した服装
をすることで参加者等と見分けがつき、人との
接触を減らせることも考えられるため、早急に
検討されたい。

●　総括意見
　今後の支援検討に際しては、町民の実態把握
に努め、町民、事業者へ広く行き渡るような支
援事業を検討されたい。

実態把握に努め適切な支援を期待！

　�　�　原油価格・物価高騰の影響を強く受けている基幹産業などへの経済支援事業等が町より示

されたので、内容を調査しました。

！
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千軒そば生産体制への継続的な支援について
� ― 令和４年６月８日調査 ―

　�　�　千軒そば生産会の活動拠点である旧千軒小学校体育館が大雪により倒壊したことから、拠
点の復旧に向けて行う支援内容が町から示されたので、内容を調査しました。

！

調査事件３

　示された支援内容については一定の理解をし
たが、「千軒そば生産会」と十分協議し、実効
性のある支援となるよう、次の事項について検
討されたい。

●　施設管理体制の強化
　同施設は町から千軒町内会へ無償貸付され、
町内会と同生産会で管理する契約となっていた。
例年にない大雪により屋根の雪下ろしが間に合
わず倒壊したことを踏まえても、管理体制が不
十分であったと指摘せざるを得ない。
　今回の支援では町が農機具等の保管施設等を
整備し、同生産会へ無償貸付するとのことであ
るが、適切な管理方法等について、同生産会と
十分協議し、管理体制を確立されたい。

●　千軒そば生産体制の維持に向けた町の支援体制
　「千軒そばブランド」を維持継承するためには、
町外へのＰＲ等、全町を上げて支援していく必
要があり、以下の点について検討されたい。

①　そば生産体制の経営安定化に向けた支援
　現在、同生産会は９名で組織されているが、
高齢化していることから、持続可能な生産体制
の維持が喫緊の課題である。町の継続的な支援
は必須であり、赤字経営の現況等を十分把握し
整理・分析したうえで、法人化の方向に向け、
町が指導・助言されるよう強く望む。

②　そばの品質維持に向けた支援
　耕作地の選定や連作による品質低下の防止など、
常に状況を把握し、関係機関と連携しながら適
切な指導を行うよう、指導体制を構築されたい。

経営安定化へ生産･管理・指導体制の確立を！

議会だよりふくしま134号　掲載内容の訂正とお詫び
　「議会だよりふくしま134号」の掲載内容に
次の誤りがありました。お詫び申し上げますと
ともに、次のとおり訂正いたします。

●　表紙：最上部題字氏名

誤 	 福島商業高等学校
	 総合文化同好会　２年　水島　凜
正 	 福島商業高等学校
	 総合文化同好会　２年　水澤　凜

●　24ページ：表内「１．議会の活性度」の
　「⑥文書質問」の摘要欄
誤 	 質質問が特定の議員に偏っており…
正 	 質問が特定の議員に偏っており…

●　31ページ：佐藤議員個人表内「行政」
　２つ目の目標項目
誤 	 大型商業施設に向けての提言
正 	 大型公共施設に向けての提言
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言
で
な
い
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
保
身

議
会
で
あ
り
、
加
担
し
た
事
を
大
変
反

省
し
て
い
る
。
副
議
長
選
挙
の
時
に
も

少
し
お
話
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
函
館
市

の
よ
う
に
慣
例
で
あ
っ
て
も
議
長
、
副

議
長
は
交
代
制
に
し
て
中
立
性
の
循
環

と
人
材
育
成
が
不
可
欠
だ
と
思
う
。
議

会
改
革
と
叫
び
続
け
た
福
島
町
議
会
も
、

再
開
発
が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

総
務
教
育
常
任
委
員

�

木
村　
　

隆

議
員
を
８
人
に
し
よ
う

議
員
の
雑
感

８
月

●�　

吉
岡
温
泉
整
備
調
査
特
別
委
員
会

　
３
日（
水
）
午
前
10
時
～�

議
場

●�　

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
３
日（
水
）
午
後
１
時
～�

議
場

●�　

第
２
回
議
会
基
本
条
例
諮
問
会
議

　

17
日（
水
）
午
後
６
時
～�

議
場

●　

議
会
広
報
研
修
会

　

23
日（
火
）
午
後
１
時
～�

札
幌
市

●　

渡
島
・
桧
山
議
長
連
絡
会
議

　

25
日（
木
）
午
後
２
時
～�

木
古
内
町

●　

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

26
日（
金
）
午
前
10
時
～�

議
場

９
月

●�　
渡
島
西
部
広
域
事
務
組
合
第
２
回
定
例
会

　

２
日（
金
）
午
後
２
時
～�

議
場

●　

一
般
質
問
通
告

　

６
日（
水
）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

●　

議
会
運
営
委
員
会（
９
月
会
議
の
運
営
）

　

６
日（
水
）
午
後
３
時
～�

委
員
会
室

●　

議
員
勉
強
会

　

９
日（
金
）
午
後
1
時
30
分
～

�

議
員
控
室

●�　

町
議
会
定
例
会
９
月
会
議
（
決
算
審

査
特
別
委
員
会
含
む
）

　

13
日（
火
）～
20
日（
火
）�

議
場

10
月

●�　

第
３
回
議
会
基
本
条
例
諮
問
会
議

　
３
日（
月
）
午
後
６
時
～�

議
場

●　

渡
島
・
桧
山
管
内
議
員
研
修
会

　

18
日（
火
）�

北
斗
市

11
月

●�　

諮
問
会
議
答
申
書
手
交

　

１
日（
火
）

●　

全
国
議
長
大
会

　

９
日（
水
）�

東
京
都

●　

議
会
運
営
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
）

　

18
日（
金
）
午
後
１
時
30
分
～

�

議
員
控
室

主
な
会
議
・
行
事
予
定

　

８
月
に
な
り
、
冷
た
い
も
の
が
恋
し

い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

海
水
浴
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
の
機
会
も

増
え
る
と
思
い
ま
す
。
時
間
を
忘
れ
て

楽
し
む
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
水
分
補

給
は
絶
対
に
忘
れ
ず
、
熱
中
症
や
脱
水

症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

　

さ
て
、
８
月
20
日
か
ら
２
日
間
、
総

合
体
育
館
で
『
第
52
回
全
国
中
学
校
相

撲
選
手
権
大
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

福
島
町
で
の
開
催
は
、平
成
15
年
以
来

19
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。
二
大
横
綱
の

生
誕
地
で
あ
る
こ
の
町
で
再
び
開
催
で

き
る
こ
と
を
、大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

福
島
中
学
校
か
ら
の
参
加
者
は
も
ち

ろ
ん
、
本
大
会
に
参
加
す
る
選
手
の
皆

さ
ん
が
、
友
好
交
流
を
深
め
、
新
た
な

横
綱
を
目
指
し
て
未
来
に
羽
ば
た
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

12
月
発
行
の
「
議
会
だ
よ
り
ふ
く
し

ま
」
で
は
、
定
例
会
９
月
会
議
決
算
審

査
特
別
委
員
会
を
中
心
に
ご
紹
介
す
る

予
定
で
す
。

編 

集 

後 

記北方領土返還要求運動
シンボル「千島桜」


